
 

県立学校における平成３０年度使用教科用図書の採択について 

 

高 等 学 校 課 

特別支援教育課 

 

１ 採択の概要 

（１）県立高等学校、県立特別支援学校（視覚障がい、聴覚障がい、病弱、肢体不自由）の高等部 

県立高等学校（県立特別支援学校の高等部を含む。）が選定した教科書の採択希望に基づき、平

成３０年度使用高等学校用教科書目録に掲載された教科書の中から、以下のとおり採択した。採択

した教科書の詳細については、別添資料のとおりである。 

第１部は、現行の学習指導要領（平成２１年文部科学省告示第３４号）に基づいて編集された教

科書、第２部は従来の学習指導要領（平成１１年文部省告示第５８号）に基づいて編集された教科

書である。 

区    分 本県の採択点数 目録掲載点数 

第１部   ５４３点（５２０）点 ８５３点（７７４）点 

第２部 ０点（  ０）点 ９点（ １９）点 

小 計 ５４３点（５２０）点 ８６２点（７９３）点 

        ※（ ）内は昨年度の数（以下同様） 

また、前年度又は前々年度から継続して使用するが平成３０年度使用高等学校用教科書目録には

ない教科書があり、その教科書を掲載した平成２９年度用高等学校用教科書目録、平成２８年度用

高等学校用教科書目録からも、以下のとおり採択した。 

版 本県の採択点数 目録掲載点数 

平成29年度目録 ４６点 ７９３点（第１部・第２部の合計） 

平成28年度目録  ７点 ７８９点（第１部・第２部の合計） 

合 計 ５３点 １，５８２点 

 

 

（２）県立特別支援学校〔小学部、中学部、高等部（知的障がい特別支援学校及びその他の特別支援学

校の重複障がい学級）〕 

児童生徒の障がいの状態等に即した教科書を選定し、以下のとおり採択した。 

 

① 検定教科書…小学校用及び中学校用教科書目録の中から選定 

区  分 本県の採択点数 目録掲載点数 

小学校 ９３点（５１点） ３１９点（２５３点） 

中学校 ４８点（４２点） １２９点（１２９点） 

 

② 文部科学省著作教科書…特別支援学校用（小・中学部）教科書目録の中から選定 

〔特別支援学校視覚障害者用（点字版）、特別支援学校聴覚障害者用、特別支援学校知的障害者

用等〕 

区     分 本県の採択点数 目録掲載点数 

特別支援学校視覚障害者用 
小学部 １４８点（１２６点） １２６点（１２６点） 

中学部 １２６点（１２６点） １２６点（１２６点） 

特別支援学校聴覚障害者用 
小学部 ９点（５点） １５点（１５点） 

中学部 １点（１点） １点（１点） 

特別支援学校知的障害者用 
小学部 １０点（６点） １０点（１０点） 

中学部 ３点（３点） ３点（３点） 

合  計 
小学部 １６７点（１３７点） １５１点（１５１点） 

中学部 １３０点（１３０点） １３０点（１３０点） 



 

  ※視覚障害者用小学部の道徳科の教科書は目録に未掲載だが、「文部科学省検定済教科書及び文部

科学省著作教科書の需要数報告に当たっての留意事項等について」（文部科学省初等中等教育局

教科書課平成２９年５月３０日付け事務連絡）の「想定されうる分冊形態」に従い、２２点を採

択した。分冊形態等の決定後、目録の加除修正が行われる予定。 

 

③学校教育法附則第９条に基づく教科書 

※一般図書一覧等の中から選定（高等部を含む） ６５２点（４０６点） 

 

 

２ 採択結果の特徴 

① 採択した教科書について、各学校の主な選定理由は、内容が教科・科目の目標に適合しており、

程度が生徒等の実態に即し、適当であるなどであった。 

② 採択した教科書の種類が最も多い科目は「工業」で、６０種類（目録掲載は７５種類）であった。 

③ 県立特別支援学校においては、各学校において児童生徒の障がいの状態等に即した教科書選定を

行った。また、転学等によって使用が見込まれる教科書も含めて選定を行ったため、例年よりも

採択点数が増えた。 


